
    提出物のルール 説明原稿（話す用） 

提出物のルールについて説明します。 

提出物は、クラスの流れをスムーズにするためのとても大切な習慣です。 

一人ひとりがきちんとルールを守ることで、全体が動きやすくなります。 

 

提出物は、 

     学校に登校したら すぐに教室の決められた場所 に提出してください。 

「あとでいいや」ではなく、登校したらまず提出を意識しましょう。 

これだけで提出忘れはぐんと減ります       

 

そのあと、委員会や係の担当の人が 

     誰が提出したかをチェックします。 

このチェックがあることで、提出漏れを防ぐことができます。 

担当になった人は、責任をもってしっかりチェックをお願いします。 

 

もし、提出を忘れてしまったときは―― 

     必ず先生に伝えてください。 

黙っておくのが一番困ります。 

その場でしっかり確認して、 

     すぐに提出物をやる・出すようにしましょう。 

 

提出物のルールを守ることは、 

ただ宿題を出すということではなく、 

        クラス全体の流れを整えること 

              仲間や先生との信頼を築くこと 

        自分の生活習慣を整えること 

につながります。 



 

みんなでこのルールを守って、 

「提出物がきちんと出されるクラス」 

「信頼されるクラス」 

を一緒につくっていきましょう    


